
少人数学級編制・スクールサポート事業の見直しに向けた考え方（案）

１．現行ルールの評価と見直しの理由

(1) 少人数学級（３０人、３５人学級）については、①児童生徒一人一人に目が届きやすく 

  きめ細かな対応ができる、②子どもたちの発言する機会が増え思考力を深める授業づく 

  りができる、③落ち着いた学級生活を送ることができるなど、多くの効果が期待でき、 

  教職員や保護者からの評価も高い。 

(2) 少人数学級を編制することは、児童生徒への効果や教職員の負担軽減につながることが

期待される反面、教職員の定数を県単独で増やすことによる予算への影響が大きく、こ

の両者のバランスを考慮した運用が重要である。 

(3) 今回の見直しは、島根創生計画を着実に実行するため、県単独事業の見直しなど、スク 

  ラップアンドビルドの徹底による財源捻出を行うとの考えから提起されたものである。 

２．見直しの方向性

(1) 上記の評価と次の点を踏まえた方向で、少人数学級編制に係る基準を見直す。 

  ①学校現場での少人数学級編制に対する評価は、すべての学年において高いこと 

  ②多くの県において、何らかの県単独による少人数学級編制の措置がとられており、大 

   きな後退と取られかねない見直しは望ましくないと考えられること 

  ③文部科学省の見解（平成 27 年 10 月 2 日答弁書一部抜粋） 

      少人数学級については、児童生徒に対するきめ細かな指導の一層の充実等に資するも

のであり、学習指導上及び生徒指導上一定の効果があるものと考えている。 

  ④できうる限りの範囲で少人数学級編制の考え方を尊重すべきと考えられること 

(2) 見直しに併せ、少人数学級編制の見直しによる影響を緩和するための教員配置や、学校

現場の個別課題に対応するための教員配置の検討を進める。 

３．基本的な考え方
  「少人数学級編制」を維持しながら、１学級あたりの児童生徒数の基準の見直しを行い、

県単独措置により加配を行う教員数の縮減を図る。 

  「少人数学級編制」の見直しにより縮減した人件費の一部と、「スクールサポート事業」

を財源として、少人数学級編制の見直しによる影響を緩和するための教員配置や、学校現

場の個別課題に対応するための教員配置の充実を図る。 

４．見直し案（たたき台）
(1) 見直し内容 

 ① 小学１・２年で、現行の３０人の少人数学級編制を３２人の少人数学級編制に改める。 

 ② 小学３年～小学６年、中学２・３年で、現行の３５人の少人数学級編制を３８人の少 

   人数学級編制に改める。なお、中学１年は、特別な配慮（中１ギャップ）として３５ 

   人学級編制を維持する。 

 ③ その他、基準見直しによる影響緩和対応、個別課題解決対応のための加配を別途、小学

校、中学校それぞれに行う。 
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 【参考】 

 小１ 小２ 小３ 小４ 小５ 小６ 中１ 中２ 中３ 

国基準 ３５ 
４０ 

(３５) 
４０ ４０ ４０ ４０ ４０ ４０ ４０ 

県基準 ３０ ３０ ３５ ３５ ３５ ３５ ３５ ３５ ３５ 

見直し ３２ ３２ ３８ ３８ ３８ ３８ ３５ ３８ ３８ 

(2) 見直しによる影響（試算） 

  小 1･2 小 3･4 小 5･6 中１ 中 2･3 合計 現行と

の比較 現 行 小 1･2:30 人 他:35 人    61    37    38   22    44   202 

 見直し 案による見直し後    41    14    11    22    14   102  △100

    ①②による少人数学級編制の縮小       △１００人  △５００百万円 
     ③影響緩和・個別課題解決の常勤・非常勤加配          ２００百万円 

(3) スケジュール 

   令和３年度・４年度の２ヶ年で見直しを実施する。なお、１００名規模の教員の減 

  少となるため、期限付講師を中心とした教員採用への影響を考慮し、令和３年度から令 

  和５年度の３ヶ年で教員数の削減を行う。 

     【少人数学級編制基準変更のスケジュール】 

 令和２ 令和３ 令和４                

  ・３０人学級から翌年度３８人に

    急変する世代がないこと 

 小 １    ３０    ３０    ３２

 小 ２    ３０    ３２    ３２ 

 小 ３    ３５    ３５ ３８

 小 ４    ３５    ３５ ３８

 小 ５    ３５    ３８    ３８ 

 小 ６    ３５    ３８    ３８ 

 中 １    ３５    ３５    ３５ 

 中 ２    ３５    ３５    ３８

 中 ３    ３５    ３８    ３８ 

   【上記に伴う教員加配の見込み】 

 Ｒ２ Ｒ３ Ｒ４ Ｒ５ 

 少人数学級の加配教員数 ２０２ １５２ １０２ １０２

 影響緩和の加配教員数 ０ １７ ３４ ０

個別課題対応の加配教員数 ０ ３ ２１ ４０

合計 ２０２ １７２ １５７ １４２

    ※加配する教員数は全て常勤講師として換算 
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